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スマート・ホスピタル 

--- ヘルスケアマネージメントとリーダシップ、リスク、質、および生産性 --- 

 

 

 

主催：国際医療リスクマネージメント学会(IARMM) 

 

 

日時：2016 年 9 月 21 日（水）～23 日（金） 

 

場所: ハーバード大学医学部 Joseph B. Martin Conference Center 

米国マサチューセッツ州ボストン市  



ご挨拶 

 

国際医療リスクマネージメント学会を 2002 年 4 月にスイスにて設立し、14 年が経ちました。2005 年から学会

本部を東京へ移転しました。その間、多数の学術集会を世界各地で開催してまいりましたが、2012 年 9 月にロン

ドン大学にて開催した第 1 回臨床安全世界会議(1WCCS)では世界 30 カ国以上から参加者が集まりました。この世

界会議の目的は、患者安全、医薬品安全、医療機器安全並びに感染症安全対策におけるリスク管理と危機管理を

世界の医療界で向上・促進するための国際学術交流です。2015 年 9 月にオーストリア・ウィーンで開催した第 4

回臨床安全世界会議(4WCCS)では世界 47 カ国からの参加者の他に、全世界にインターネットでのライブ放送も実

施いたしました。 

 

この度、第 5 回臨床安全世界会議(5WCCS)を米国ボストンで開催します。会議のキーワードは「ヘルスケアマネー

ジメントとリーダシップ、リスク、質、および生産性」で、その関連課題を国際的に討議します。 

 

20 世紀末までに世界の医療では遺伝子診療技術のように健康上のトピックが主な関心事でした。しかし、人間

の生存には健康と安全の両面が不可欠です。21 世紀において「人間の安全にはリスクとクライシスの両面が基本

要素である」、と広く認識されるに至りました。また、社会経済のグローバル化に伴い、エボラ出血熱などの感

染症、医薬品、医療機器などにおける健康と安全の諸問題の年々グローバル化が発生しており、世界規模での情

報共有と国際協力が重要性を増しています。 

 

 5WCCS では、臨床安全に関する国際的な専門家との間で知識と経験を交換するという全世界の多くの方々から

の熱望に応えるため、米国ならびにいくつかの国際的な組織から専門家を招待いたします。さらに、欧州、カナ

ダ、オーストラリア、アジア、アフリカ、中東から多くの方が参加されます。 

 

世界各地で進行している臨床安全の話題を発表・討議することが、全世界の医療安全文化の更なる向上に貢献

すると確信します。 

敬具 

2015 年 10 月 
主な組織委員 
Ryoji Sakai  (IARMM & WHRMC President, Japan)   

Donald Berwick (Harvard University, US) 

Walter Willett (Harvard University, US) 

Paul Barach (Wayne State University , US) 

Helda Pinzon-Perez (California State University, US) 

Allen J Vaida (The Institute for Safe Medication Practice, US) 

Björn Brücher (Bon Secours Cancer Institute, VA, US) 

Aidan Halligan (University College London, Brighton and Sussex University Hospitals, UK) 

Rangar Lofstedt (King’s Collage London, UK) 

Bryony Dean Franklin (Imperial College London / University of London, UK) 

Dean Ian Curren (Queen Mary, University of London, UK) 

Job Harenberg (Heidelberg University Hospital, Germany) 

Maria Angeles Cuadrado Cenzual (Complutense University of Madrid, Spain)  

Enric Macarulla (Autonomous Univ. Barcelona. Director, 4DHealth Innovation Center, Spain)  

Smilja Tudzarova Gjorgova (Medical University, St. Cyril and Methodius (surgery), Macedonia)  

Uvo M Hoelscher (Fachhochschulzentrum Münster University, Germany) 

Kjell Andersson (Past President of IARMM European Congress, Sweden) 

Elena Ivanovna Ryabchikova (Russian Academy of Science, Russia) 

 

 

連絡先 
国際医療リスクマネージメント学会(IARMM) 世界本部 
（住所） 〒113-0033 東京都文京区本郷 4-7-102 
（Email） 4wccs@iarmm.org 
（Tel/Fax） 03-3817-6770 
（HP） www.iarmm.org 


